
52006年 

田植え風景（福寿野） 

春季消防演習 ②③ 

地域インターネット ④⑤ 

役場窓口通信簿 ⑥⑦ 

まちのわだい ⑧⑨ 

おげんきですか ⑮ 

シリーズ「地域のちから」 

も 

く 

じ 

広 報  FUNAGATA

田
植
え
は

田
植
え
は 

　
オ
レ
に
任
せ
ろ

　
オ
レ
に
任
せ
ろ
!!
 

田
植
え
は 

　
オ
レ
に
任
せ
ろ
!!
 



消
防
庁
長
官
表
彰 

●
永
年
勤
続
退
団
者  

　
本
部
付
元
副
団
長
　
　
　
沼
澤
　
喜
一 

　
第
５
分
団
元
分
団
長
　
　
叶
内
　
栄
一 

　
第
５
分
団
元
副
分
団
長
　
森
　
　
正
昭 

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
石
川
　
正
光 

　
第
２
分
団
第
17
部
　
　
　
長
沢
　
光
芳 

　
第
２
分
団
第
17
部
　
　
　
大
場
　
雅
之 

　
第
３
分
団
第
４
部
　
　
　
沼
沢
　
信
夫 

　
第
４
分
団
第
18
部
　
　
　
伊
藤
　
信
一 

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
豊
岡
　
　
章

　
第
７
分
団
第
20
部
　
　
　
海
藤
　
政
夫 

　
第
４
分
団
第
７
部
　
　
　
皆
川
　
幸
栄 

　
第
４
分
団
第
19
部
　
　
　
伊
藤
　
和
彦 

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
押
切
　
安
雄 

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
奥
山
　
政
憲 

　
第
６
分
団
第
12
部
　
　
　
冨
樫
冨
士
男 

　
第
６
分
団
第
15
部
　
　
　
加
藤
　
　
聡

　
第
１
分
団
第
10
部
　
　
　
渡
辺
　
次
郎 

　
第
２
分
団
第
３
部
　
　
　
渡
部
　
紳
一 

　
第
６
分
団
第
15
部
　
　
　
加
藤
　
　
隆 

日
本
消
防
協
会
長
表
彰 

●
功
績
章 

　
第
７
分
団
分
団
長
　
　
　
成
沢
　
敏
弥 

●
精
績
章 

　
第
４
分
団
分
団
長
　
　
　
佐
藤
　
　
勇 

 

山
形
県
知
事
表
彰 

●
金
条
章 

　
第
４
分
団
第
18
部 

●
特
別
功
労
章 

　
第
１
分
団
10
部
　
　
　
　
伊
藤
　
正
美 

　
第
７
分
団
14
部
　
　
　
　
斉
藤
　
健
悦 

 

●
功
労
章 

　
第
５
分
団
分
団
長
　
　
　
早
坂
　
　
守

　
第
１
分
団
第
１
部
　
　
　
山
本
　
好
一 

　
第
１
分
団
第
16
部
　
　
　
八
鍬
　
庄
助 

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
佐
藤
　
　
勲 

　
第
７
分
団
第
20
部
　
　
　
越
前
　
栄
一 

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
佐
藤
　
寿
郎 

  

●
功
績
章 

　
第
３
分
団
副
分
団
長
　
　
伊
藤
　
　
修 

　
第
１
分
団
第
10
部
　
　
　
渡
辺
　
信
久 

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
庄
司
　
松
雄 

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
田
中
　
利
明 

　
第
１
分
団
第
１
部
　
　
　
伊
藤
　
光
信 

　
第
１
分
団
第
10
部
　
　
　
阿
部
　
勝
彦 

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
佐
藤
　
茂
実 

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
相
馬
　
正
敏 

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
森
　
　
正
信 

 

●
精
練
章 

　
第
１
分
団
副
分
団
長
　
　
斉
藤
　
智
仁

　
第
５
分
団
副
分
団
長
　
　
星
川
美
津
雄 

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
叶
内
龍
志
郎 

　
第
１
分
団
第
１
部
　
　
　
石
川
　
啓
一 

　
第
１
分
団
第
16
部
　
　
　
八
鍬
　
　
学 

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
伊
藤
　
力
弥 

　
第
２
分
団
第
17
部
　
　
　
仲
野
　
友
康 

　
第
４
分
団
第
18
部
　
　
　
�
山
　
　
守 

　
第
４
分
団
第
18
部
　
　
　
伊
藤
　
　
稔 

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
叶
内
　
広
美 

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
八
鍬
　
好
春 

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
原
田
　
和
行 

　
第
６
分
団
第
12
部
　
　
　
高
山
　
俊
幸 

　
第
７
分
団
第
20
部
　
　
　
松
井
　
　
浩 

  

●
家
族
功
労
者 

　
第
６
分
団
第
12
部 

　
　
　
伊
藤
千
代
喜
（
妻
）
伊
藤
れ
い
子 

 

●
永
年
勤
続
退
団
者 

　
本
部
付
元
副
団
長
　
　
　
沼
澤
　
喜
一 

　
第
５
分
団
元
分
団
長
　
　
叶
内
　
栄
一 

　
第
５
分
団
元
副
分
団
長
　
森
　
　
正
昭 

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
石
川
　
正
光 

　
第
２
分
団
第
17
部
　
　
　
長
沢
　
光
芳 

　
第
２
分
団
第
17
部
　
　
　
大
場
　
雅
之 

　
第
３
分
団
第
４
部
　
　
　
沼
沢
　
信
夫 

　
第
４
分
団
第
７
部
　
　
　
皆
川
　
幸
栄 

　
第
４
分
団
第
18
部
　
　
　
伊
藤
　
信
一 

　
第
４
分
団
第
19
部
　
　
　
伊
藤
　
和
彦 

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
押
切
　
安
雄 

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
奥
山
　
政
憲 

　
第
６
分
団
第
12
部
　
　
　
冨
樫
冨
士
男 

　
第
６
分
団
第
15
部
　
　
　
加
藤
　
　
聡 

　
第
７
分
団
第
20
部
　
　
　
海
藤
　
政
夫 

　
第
１
分
団
第
10
部
　
　
　
渡
辺
　
次
郎 

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
豊
岡
　
　
章 

 

山
形
県
消
防
協
会
長
表
彰 

●
優
良
章 

　
第
１
分
団
第
16
部
　
　
　
八
鍬
　
庄
助 

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
叶
内
龍
志
郎 

　
第
３
分
団
第
６
部
　
　
　
大
場
　
政
人 

　
第
４
分
団
第
19
部
　
　
　
松
田
　
清
隆 

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
田
中
　
利
明 

　
第
３
分
団
第
５
部
　
　
　
伊
藤
　
　
清

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
相
馬
　
勝
男

　
第
６
分
団
第
15
部
　
　
　
富
樫
　
義
雄

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
斉
藤
　
哲
也

　 ●
永
年
勤
続
表
彰
（
30
年
） 

　
第
６
分
団
第
12
部
　
　
　
伊
藤
千
代
喜 

 

●
永
年
勤
続
表
彰
（
25
年
） 

　
第
７
分
団
第
20
部
　
　
　
越
前
　
栄
一 

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
相
馬
　
正
敏 

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
成
沢
　
信
一 

　
第
１
分
団
第
１
部
　
　
　
石
川
　
忠
義 

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
加
藤
　
修
一 

　
第
３
分
団
第
４
部
　
　
　
沼
沢
　
清
作 

　
第
４
分
団
第
18
部
　
　
　
野
尻
　
秀
幸 

　
第
６
分
団
第
12
部
　
　
　
伊
藤
　
誠
宏 

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
伊
藤
　
正
則 

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
森
　
　
富
広 

 

●
永
年
勤
続
表
彰
（
20
年
） 

　
第
１
分
団
副
分
団
長
　
　
斉
藤
　
智
仁 

　
第
１
分
団
第
10
部
　
　
　
渡
辺
　
信
久 

　
第
４
分
団
第
７
部
　
　
　
渡
辺
　
利
春 

　
第
６
分
団
第
15
部
　
　
　
門
脇
　
敏
春 

　
第
１
分
団
第
１
部
　
　
　
石
川
　
啓
一 

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
八
鍬
　
好
春 

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
原
田
　
和
行 

　
第
６
分
団
第
12
部
　
　
　
高
山
　
俊
幸 

　
第
６
分
団
第
12
部
　
　
　
伊
藤
　
　
太 

　
第
１
分
団
第
16
部
　
　
　
伊
藤
　
宗
広 

　
第
２
分
団
第
３
部
　
　
　
斎
藤
　
昭
則 

　
第
３
分
団
第
４
部
　
　
　
沼
沢
　
茂
男 

　
第
３
分
団
第
６
部
　
　
　
佐
藤
　
　
勉 

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
庄
司
　
太
郎 

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
小
国
　
高
利 

　
第
６
分
団
第
15
部
　
　
　
富
樫
　
義
雄 

  

●
永
年
勤
続
表
彰
（
15
年
） 

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
大
場
　
正
信 

　
第
２
分
団
第
３
部
　
　
　
叶
内
　
忠
明 

　
第
３
分
団
第
６
部
　
　
　
八
鍬
　
俊
勝 

　
第
４
分
団
第
７
部
　
　
　
渡
会
　
　
章 

　
第
６
分
団
第
15
部
　
　
　
矢
作
　
照
彦 

　
第
１
分
団
第
１
部
　
　
　
石
川
　
欽
弥 

　
第
１
分
団
第
10
部
　
　
　
伊
藤
　
英
一 

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
高
橋
　
靖
晴 

　
第
２
分
団
第
３
部
　
　
　
野
尻
　
和
彦 

　
第
２
分
団
第
17
部
　
　
　
大
場
　
幸
一 

　
第
３
分
団
第
５
部
　
　
　
土
田
　
孝
一 

　
第
３
分
団
第
６
部
　
　
　
鎌
田
　
　
誠 

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
相
馬
　
広
志 

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
富
樫
　
利
夫 

　
第
６
分
団
第
12
部
　
　
　
加
藤
　
　
貴 

　
第
６
分
団
第
12
部
　
　
　
加
藤
　
勝
也 

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
叶
内
　
昌
樹 
 

●
永
年
勤
続
表
彰
（
10
年
） 

　
第
７
分
団
第
14
部
　
　
　
斉
藤
　
秀
一 

　
第
１
分
団
第
１
部
　
　
　
伊
藤
　
　
晋 

　
第
１
分
団
第
10
部
　
　
　
大
場
　
　
満 

　
第
２
分
団
第
３
部
　
　
　
長
沢
　
憲
一 

　
第
３
分
団
第
４
部
　
　
　
高
橋
　
芳
彦 

　
第
３
分
団
第
５
部
　
　
　
伊
藤
　
紀
幸 

　
第
３
分
団
第
６
部
　
　
　
佐
藤
　
広
幸 

　
第
３
分
団
第
６
部
　
　
　
森
　
　
伸
広 

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
佐
藤
　
隆
洋 

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
星
川
　
治
男 

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
豊
岡
　
将
志 

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
曽
根
田
和
孝 

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
鈴
木
　
健
一 

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
加
藤
　
憲
司 

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
佐
藤
　
知
章 

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
森
　
　
浩
一 

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
阿
部
　
清
美 

 

最
上
支
部
長
表
彰 

●
銀
条
章 

　
第
１
分
団
第
10
部 

 

●
優
功
章 

　
第
１
分
団
副
分
団
長
　
　
斉
藤
　
智
仁 

　
第
７
分
団
副
分
団
長
　
　
森
　
　
正
志 

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
斉
藤
　
周
英 

  

●
家
族
功
労
者 

　
第
３
分
団
分
団
長 

　
　
　
庄
司
　
洋
一
（
妻
）
庄
司
　
素
子 

　
第
７
分
団
第
20
部 

　
　
　
越
前
　
栄
一
（
妻
）
越
前
美
和
子 

　
第
１
分
団
第
10
部 

　
　
　
阿
部
　
勝
彦
（
妻
）
阿
部
　
桂
子 

　
第
５
分
団
第
８
部 

　
　
　
相
馬
　
正
敏
（
妻
）
相
馬
　
リ
タ 

                 

町
長
表
彰 

●
優
良
団
員 

　
本
部
付
部
長
　
　
　
　
　
大
場
美
奈
子 

　
本
部
付
班
長
　
　
　
　
　
伊
藤
と
し
子 

　
本
部
付
班
長
　
　
　
　
　
水
野
　
　
幸 

　
本
部
付
班
長
　
　
　
　
　
曽
根
田
真
利
子 

　
第
３
分
団
第
５
部
　
　
　
沼
沢
　
　
啓 

　
第
１
分
団
第
１
部
　
　
　
三
浦
　
貴
宏 

　
第
１
分
団
第
10
部
　
　
　
阿
部
　
一
志 

　
第
１
分
団
第
16
部
　
　
　
八
鍬
　
幸
仁 

　
第
２
分
団
第
３
部
　
　
　
長
沢
　
憲
一 

　
第
２
分
団
第
17
部
　
　
　
奥
山
　
靖
則 

　
第
３
分
団
第
４
部
　
　
　
沼
澤
　
隆
志 

　
第
３
分
団
第
６
部
　
　
　
佐
藤
　
広
幸 

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
佐
藤
　
　
誠 

　
第
４
分
団
第
７
部
　
　
　
八
鍬
　
宗
幸 

　
第
４
分
団
第
19
部
　
　
　
庄
司
　
直
也 

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
相
馬
　
勝
男 

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
高
橋
　
純
康 

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
原
田
　
和
行 

　
第
６
分
団
第
12
部
　
　
　
高
山
　
和
也 

　
第
６
分
団
第
15
部
　
　
　
門
脇
　
拓
真 

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
森
　
　
浩
一 

 

●
永
年
勤
続
表
彰
（
30
年
） 

　
第
６
分
団
第
12
部
　
　
　
伊
藤
千
代
喜 

 

●
永
年
勤
続
表
彰
（
25
年
） 

　
第
７
分
団
第
20
部
　
　
　
越
前
　
栄
一 

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
相
馬
　
正
敏 

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
成
沢
　
信
一 

　
第
１
分
団
第
１
部
　
　
　
石
川
　
忠
義 

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
加
藤
　
修
一 

　
第
３
分
団
第
４
部
　
　
　
沼
沢
　
清
作 

　
第
４
分
団
第
18
部
　
　
　
野
尻
　
秀
幸 

　
第
６
分
団
第
12
部
　
　
　
伊
藤
　
誠
宏 

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
伊
藤
　
正
則 

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
森
　
　
富
広 

●
永
年
勤
続
表
彰
（
20
年
） 

　
第
１
分
団
副
分
団
長
　
　
斉
藤
　
智
仁 

　
第
１
分
団
第
10
部
　
　
　
渡
辺
　
信
久 

　
第
４
分
団
第
７
部
　
　
　
渡
辺
　
利
春 

　
第
６
分
団
第
15
部
　
　
　
門
脇
　
敏
春 

　
第
１
分
団
第
１
部
　
　
　
石
川
　
啓
一 

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
八
鍬
　
好
春 

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
原
田
　
和
行 

　
第
６
分
団
第
12
部
　
　
　
高
山
　
俊
幸 

　
第
６
分
団
第
12
部
　
　
　
伊
藤
　
　
太 

　
第
１
分
団
第
16
部
　
　
　
伊
藤
　
宗
広 

　
第
２
分
団
第
３
部
　
　
　
斎
藤
　
昭
則 

　
第
３
分
団
第
４
部
　
　
　
沼
沢
　
茂
男 

　
第
３
分
団
第
６
部
　
　
　
佐
藤
　
　
勉 

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
庄
司
　
太
郎 

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
小
国
　
高
利 

　
第
６
分
団
第
15
部
　
　
　
富
樫
　
義
雄 

 

●
永
年
勤
続
表
彰
（
15
年
） 

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
大
場
　
正
信 

　
第
２
分
団
第
３
部
　
　
　
叶
内
　
忠
明 

　
第
３
分
団
第
６
部
　
　
　
八
鍬
　
俊
勝 

　
第
４
分
団
第
７
部
　
　
　
渡
会
　
　
章 

　
第
６
分
団
第
15
部
　
　
　
矢
作
　
照
彦 

　
第
１
分
団
第
１
部
　
　
　
石
川
　
欽
弥 

　
第
１
分
団
第
10
部
　
　
　
伊
藤
　
英
一 

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
高
橋
　
靖
晴 

　
第
２
分
団
第
３
部
　
　
　
野
尻
　
和
彦 

　
第
２
分
団
第
17
部
　
　
　
大
場
　
幸
一 

　
第
３
分
団
第
５
部
　
　
　
土
田
　
孝
一 

　
第
３
分
団
第
６
部
　
　
　
鎌
田
　
　
誠 

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
相
馬
　
広
志 

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
富
樫
　
利
夫 

　
第
６
分
団
第
12
部
　
　
　
加
藤
　
　
貴 

　
第
６
分
団
第
12
部
　
　
　
加
藤
　
勝
也 

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
叶
内
　
昌
樹 

 

団
長
表
彰 

●
優
良
分
団 

　
第
４
分
団             

 

●
優
良
部 

　
第
５
分
団
第
８
部       

 

●
永
年
勤
続
表
彰 

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
成
沢
　
信
一 

 

平成18年度 平成18年度 

平成18年度全国統一防火標語 

　
平
成

　
平
成
18
年
度
の
春
季
消
防
演
習
が
、
５
月
５
日

年
度
の
春
季
消
防
演
習
が
、
５
月
５
日（
金
）に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
猿
羽
根
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
勇
壮
な
纏

　
猿
羽
根
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
勇
壮
な
纏（
ま
と
い

ま
と
い
）太
鼓
で
幕
を
開
け
た
演
習
は
、
町
立
保

太
鼓
で
幕
を
開
け
た
演
習
は
、
町
立
保

育
所
の
園
児
た
ち
に
よ
る
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
行
進
、
そ
し
て
防
火

育
所
の
園
児
た
ち
に
よ
る
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
行
進
、
そ
し
て
防
火
の
宣
誓
と
続
き
、
そ
の

の
宣
誓
と
続
き
、
そ
の

後
加
藤
団
長
を
先
頭
に
消
防
団
員
約
４
３
０
名
が
４
列
縦
隊
と
な
っ

後
加
藤
団
長
を
先
頭
に
消
防
団
員
約
４
３
０
名
が
４
列
縦
隊
と
な
っ
て
、
中
央
公
民
館
前
の

て
、
中
央
公
民
館
前
の

通
り
を
堂
々
と
分
列
行
進
し
ま
し
た

通
り
を
堂
々
と
分
列
行
進
し
ま
し
た
。 

　
ア
ユ
パ
ー
ク
で
は
、
小
・
中
隊
訓
練
や
ポ
ン
プ
操
法
が
繰
り
広
げ

　
ア
ユ
パ
ー
ク
で
は
、
小
・
中
隊
訓
練
や
ポ
ン
プ
操
法
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
県
消
防

ら
れ
た
ほ
か
、
県
消
防

防
災
航
空
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
も
が
み
」
に
よ
る
救
出
救
助
訓
練

防
災
航
空
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
も
が
み
」
に
よ
る
救
出
救
助
訓
練
と
、
小
国
川
か
ら
水
を

と
、
小
国
川
か
ら
水
を

汲
ん
で
の
火
災
防
御
訓
練
も
披
露
さ
れ
ま
し
た

汲
ん
で
の
火
災
防
御
訓
練
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

　
統
監
を
務
め
る
伊
藤
町
長
は
団
員
に
「
消
防
団
員
と
し
て
の
自
覚

　
統
監
を
務
め
る
伊
藤
町
長
は
団
員
に
「
消
防
団
員
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
持
っ
て
、
予

と
責
任
を
持
っ
て
、
予

防
消
防
に
努
め
、
有
事
の
際
に
は
町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め

防
消
防
に
努
め
、
有
事
の
際
に
は
町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
力
を
発
揮
し
て
も
ら

に
力
を
発
揮
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
告
辞
。
最
後
に
各
部
消
防
ポ
ン
プ
に
よ
る
一
斉
放
水
が

い
た
い
」
と
告
辞
。
最
後
に
各
部
消
防
ポ
ン
プ
に
よ
る
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
、
二
十
数
本
の

行
わ
れ
、
二
十
数
本
の

水
柱
が
空
高
く
伸
び
る
さ
ま
は
壮
観
で
し
た

水
柱
が
空
高
く
伸
び
る
さ
ま
は
壮
観
で
し
た
。 

　
な
お
、
同
時
に
行
わ
れ
た
平
成

　
な
お
、
同
時
に
行
わ
れ
た
平
成
17
年
度
の
消
防
関
係
功
労
者
表
彰
は
次
の
と
お
り
で
す

年
度
の
消
防
関
係
功
労
者
表
彰
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

　
平
成
18
年
度
の
春
季
消
防
演
習
が
、
５
月
５
日（
金
）に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
猿
羽
根
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
勇
壮
な
纏（
ま
と
い
）太
鼓
で
幕
を
開
け
た
演
習
は
、
町
立
保

育
所
の
園
児
た
ち
に
よ
る
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
行
進
、
そ
し
て
防
火
の
宣
誓
と
続
き
、
そ
の

後
加
藤
団
長
を
先
頭
に
消
防
団
員
約
４
３
０
名
が
４
列
縦
隊
と
な
っ
て
、
中
央
公
民
館
前
の

通
り
を
堂
々
と
分
列
行
進
し
ま
し
た
。 

　
ア
ユ
パ
ー
ク
で
は
、
小
・
中
隊
訓
練
や
ポ
ン
プ
操
法
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
県
消
防

防
災
航
空
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
も
が
み
」
に
よ
る
救
出
救
助
訓
練
と
、
小
国
川
か
ら
水
を

汲
ん
で
の
火
災
防
御
訓
練
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

　
統
監
を
務
め
る
伊
藤
町
長
は
団
員
に
「
消
防
団
員
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
持
っ
て
、
予

防
消
防
に
努
め
、
有
事
の
際
に
は
町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
力
を
発
揮
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
告
辞
。
最
後
に
各
部
消
防
ポ
ン
プ
に
よ
る
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
、
二
十
数
本
の

水
柱
が
空
高
く
伸
び
る
さ
ま
は
壮
観
で
し
た
。 

　
な
お
、
同
時
に
行
わ
れ
た
平
成
17
年
度
の
消
防
関
係
功
労
者
表
彰
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

3｜広報ふながた18.5 広報ふながた18.5｜2



光ファイバー 

　
町
で
は
、
総
務
省
の
補
助
事
業
（
地
域
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
導
入
促
進
基
盤
整
備
事
業
）
の
採
択
を
受
け

て
、
町
内
の
公
共
施
設
５
カ
所
と
小
中
学
校
５
校
の

総
延
長
14.5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
結
ぶ

高
速
通
信
網
が
完
成
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
事
業
は
、
主
要
公
共
施
設
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー

を
利
用
し
た
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
環
境
の
整

備
と
操
作
の
容
易
な
住
民
開
放
端
末
を
設
置
し
、
双

方
向
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
町

民
の
皆
さ
ん
が
身
近
な
情
報
を
得
る
手
段
の
選
択
肢

を
広
げ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
触
れ
る
、
行
政
情
報

な
ど
が
入
手
し
や
す
い
環
境
整
備
、
生
活
の
利
便
性

の
向
上
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
等
に
お
い
て
、
学

校
ご
と
の
通
信
速
度
の
格
差
を
解
消
し
、
生
徒
・
児

童
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
を
閲
覧
・
検
索
し
授

業
で
活
用
で
き
る
教
育
環
境
を
整
備
し
、
情
報
リ
テ

ラ
シ
ー
（
情
報
に
関
す
る
知
識
・
利
用
能
力
）
の
向

上
を
図
る
こ
と
と
、
学
校
で
の
簡
易
テ
レ
ビ
電
話
端

末
等
の
活
用
に
よ
り
、
映
像
と
音
声
に
よ
る
交
流
学

習
・
学
校
間
交
流
が
可
能
と
な
り
ま
す
。 

　
今
後
は
、
町
内
全
戸
で
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
（
高

速
通
信
回
線
）
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
通
信
事
業
者

へ
働
き
か
け
て
い
く
と
と
も
に
、
今
回
構
築
し
た
光

フ
ァ
イ
バ
ー
を
利
用
し
て
自
前
で
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

環
境
を
構
築
す
る
場
合
の
費
用
面
や
負
担
等
の
検
討

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

町
民
生
活
に
関
係
の
深
い
情
報
や
生
涯
学
習
情
報
、

画
像
情
報
、
防
災
情
報
、
申
請
書
な
ど
の
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
（
デ
ー
タ
の
受
信
）、
電
子
申
請
・
公
共
施
設
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
電
話
予
約
に
対
応
し
た
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

　タッチパネル式で、画面にふれることに 

より、町のホームページやインターネット 

などを利用することができます。 

　操作方法がわからない方は、お気軽に職 

員にお尋ね下さい。 

誰でも自由に利用できます。 

◆住民開放端末 
　　（タッチパネル式パソコン） 

公共施設５カ所に住民開放端末を 

設置し、誰もがインターネットを 

利用できるようになりました。 

　インターネットを利用した双方向でのサービス 

を提供します。 

　インターネットでは、全国・全世界のニュース、 

天気予報、地域や観光情報、生活や趣味、教育、 

福祉・医療などのさまざまな情報を得ることがで 

きるとともに、申し込みなどの情報発信ができま 

す。 

 
◆住民開放端末（インターネット無料体験） 
　（公共施設５カ所に設置） 

（１）役場 

（２）生涯学習センター 

（３）中央公民館 

（４）Ｂ＆Ｇ海洋センター 

（５）堀内出張所 

　　町ホームページの利用（町からのお知らせ 

　・くらしの情報・イベント・観光情報・広報誌 

　・生涯学習情報など）及びインターネットな 

　どが利用できます。 

◆簡易テレビ電話端末による各種相談及び 

　問合せができます。（役場の町民相談室に 
　つながります） 

（１）生涯学習センター 

（２）堀内出張所 

◆災害時の広報手段として利用が可能とな 

　ります。 

◆平成１９年度からは電子申請・公共施設 

　予約ができるようになります。 

◆町のホームページを、役場及び各施設から 

　各担当者が直接ページを作成・更新できる 

　ようになりました。 

　http://www.town.funagata.yamagata.jp 

◆教育委員会（各学校）のホームページが完 

　成し、各学校から直接ページを作成・更新 

　できるようになりました。 

　http://www.funagata.ed.jp 

◆これにより、より多くの情報を迅速に町民 

　の皆さんに届けていきたいと思います。 

 

町ホームページが新しくなりました。 

教育委員会（各学校）のホームページ 

が完成しました。 

◆学校により異なる通信速度の格差解消 
　（同一の教育環境の整備） 

　今までは、舟形地区以外の学校では通信速 
　度が遅いために、パソコン教室でインター 
　ネット授業ができない状況でした。 

◆生徒・児童がインターネットで情報を閲 

　覧・検索し、授業で活用できる、より良 

　い教育環境を整備 

◆簡易テレビ電話端末による交流学習・学 

　校間交流 

舟形中学校のコンピュータ教室 

町
の
情
報
を
閲
覧
す
る 

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

インターネット 
無料体験が 
できます。 

教 育 環 境 の 整 備  

利用可能な情報の内容 

舟形小学校 

光ファイバー 

光ファイバー 

光ファ
イバー

 

生涯学習センター 

中央公民館 
舟形町役場 

舟形中学校 
B&Gセンター 

長沢小学校 
富長小学校 

堀内小学校 

堀内出張所 

富
長
地
区 

堀
内
地
区 

舟
形
地
区 

長
沢
地
区 

｛ 

｛ 

｛ 

｛ 

地域インターネット導入促進基盤整備事業 

5｜広報ふながた18.5 広報ふながた18.5｜4



1

2

3

4

5

あいさつ 

身だしなみ 

言葉づかい 態度 

待ち時間 

説明 

4.0

3.9

4.1

4.2

4.0

3.8

●
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て 

　
役
場
等
で
使
用
し
て
い
る
電
算
シ
ス

テ
ム
の
運
用
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
（
住
民
基
本
台
帳
・

印
鑑
・
税
・
国
保
年
金
・
福
祉
・
選
挙
・

農
業
等
）
、
財
務
会
計
、
地
図
情
報
、

例
規
集
、
職
員
用
パ
ソ
コ
ン
、
電
子
メ

ー
ル
等
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
地
域
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て 

　
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
公
共
施
設
・

小
中
学
校
間
の
高
速
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
運
用
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
公

共
施
設
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
用

パ
ソ
コ
ン
の
設
置
、
学
校
で
は
パ
ソ
コ

ン
授
業
を
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。 

※
詳
細
は
、
当
誌
４
頁
を
ご
覧
下
さ
い
。 

 

●
各
種
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

つ
い
て 

　
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
国
・
県
・

市
町
村
間
）
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
運
用
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
来
年
三
月
か
ら
運

用
が
予
定
さ
れ
て
い
る
県
・
市
町
村
へ

の
電
子
申
請
、
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ

ム
の
準
備
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

●
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て 

　
作
成
、
運
用
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

３
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
お
知
ら
せ
・

く
ら
し
・
イ
ベ
ン
ト
・
観
光
等
の
情
報

を
閲
覧
で
き
ま
す
。
今
後
は
、
双
方
向

で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
為
、
生
活
に
関

係
の
深
い
情
報
、
申
請
書
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
（
デ
ー
タ
受
信
）
等
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。 

 

●
町
の
財
産
や
施
設
の
管
理
に 

つ
い
て 

　
町
が
保
有
し
て
い
る
建
物
や
土
地
を

管
理
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
様
が
利

用
す
る
役
場
は
昭
和
43
年
の
建
築
で
築

38
年
に
な
り
ま
す
。
庁
舎
等
の
維
持
修

繕
工
事
・
警
備
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

●
統
計
調
査
に
つ
い
て 

　
毎
年
、
様
々
な
調
査
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
将
来
の
国
・
県
・
市
町
村
の

計
画
、
立
案
、
実
行
す
る
為
の
基
礎
資

料
と
な
る
重
要
な
も
の
で
す
。 

 

●
公
用
車
の
管
理
に
つ
い
て 

　
町
で
は
町
長
車
を
は
じ
め
多
く
の
自

動
車
等
を
保
有
し
て
い
ま
す
。
除
雪
車

や
消
防
ポ
ン
プ
車
等
を
含
め
る
と
80
台

程
度
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の
普
通

自
動
車
を
管
理
し
て
い
ま
す
。 

 

●
郵
便
物
の
受
け
取
り
・
発
送

に
つ
い
て 

　
住
民
の
皆
様
へ
の
案
内
文
書
等
多
く

の
郵
便
物
を
発
送
す
る
と
と
も
に
、
毎

日
郵
便
物
を
受
け
取
っ
て
い
ま
す
。
多

い
日
に
は
２
千
通
以
上
を
発
送
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。 

□
ど
ん
な
仕
事
し
て
い
る
の
？ 

総務課 

情報管財班 

シリーズ 

その2

　
現
在
、
町
で
は
町
民
の
立

場
に
立
っ
た
よ
り
良
い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

職
員
一
人
ひ
と
り
が
仕
事
へ

の
意
欲
、
情
熱
を
持
ち
、
「
町

民
の
幸
せ
の
た
め
の
町
づ
く
り
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
ま
ち
づ
く
り
課
、
町
民
課
、

振
興
課
等
で
は
窓
口
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
の
た
め
、
町
民
の

み
な
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

お
願
い
し
て
お
り
、
約
60
名

の
方
か
ら
お
答
え
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

　
職
員
の
対
応
な
ど
に
概
ね

良
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
改
善
を
必
要
と
す
る

ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
今

回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
よ
り
町
民

の
皆
さ
ん
が
気
持
ち
良
く
用

事
を
済
ま
せ
て
い
た
だ
け
る

窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

◆
職
員
は
皆
さ
ま
に
対
し
て
、
あ
い
さ
つ
を
き
ち
ん
と
し
て
い
ま
し
た
　

　
か
。 

◆
職
員
の
身
だ
し
な
み
は
、
ど
う
で
し
た
か
。 

◆
職
員
の
言
葉
づ
か
い
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
か
。 

◆
職
員
の
説
明
は
、
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
か
。 

◆
職
員
の
勤
務
態
度
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
か
。 

◆
用
件
の
待
ち
時
間
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
か
。 

●
い
つ
も
親
切
に
応
対
し
て
く
れ
る
の

で
良
い
と
思
い
ま
す
。 

○
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い

っ
た
方
が
増
え
る
よ
う
今
後
も
努
力
し

て
い
き
ま
す
。 

●
以
前
は
待
っ
て
い
る
時
間
が
結
構
長

か
っ
た
の
で
す
が
、
手
の
空
い
て
い
る

職
員
が
す
ぐ
対
応
し
て
い
た
だ
き
、
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

○
昨
年
度
か
ら
役
場
で
は
担
当
を
持
ち

な
が
ら
も
班
員
全
員
で
仕
事
を
こ
な
す

と
い
う
、
班
体
制
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
担
当
以
外
の
仕
事
で
も
対
応
で
き

る
よ
う
職
員
一
同
努
力
し
て
お
り
ま
す
。 

●
昼
休
み
時
間
で
し
た
が
素
早
い
対
応

で
大
変
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

○
役
場
で
は
昼
間
で
も
皆
様
に
気
持
ち

よ
く
手
続
き
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
昼
当
番
を
設
け
て
い
る
課
も

あ
り
、
笑
顔
で
サ
ー
ビ
ス
で
き
る
よ
う

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。 

●
特
に
朝
で
す
が
あ
い
さ
つ
が
悪
い
。 

○
名
言
に
「
朝
は
機
嫌
よ
く
し
ろ
。
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
守

る
と
人
生
幸
せ
に
生
き
ら
れ
る
そ
う
で

す
。
朝
の
あ
い
さ
つ
は
一
日
の
は
じ
ま

り
。
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
で
き
る
よ
う

心
が
け
ま
す
。 

●
町
民
が
あ
っ
て
役
場
も
あ
る
と
い
う

こ
と
を
分
か
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す 

○
商
売
の
世
界
で
は
「
お
客
様
は
神
様
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
役
場
で
は

町
の
皆
様
が
神
様
。
そ
の
意
識
を
忘
れ

ず
に
が
ん
ば
り
ま
す
。 

●
通
路
で
会
っ
て
も
あ
い
さ
つ
は
元
気

良
く
ね
。 

○
福
寿
野
地
区
で
は
高
齢
者
が
元
気
ハ

ツ
ラ
ツ
に
ニ
ラ
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
私
た
ち
若
い
モ
ン
も
負
け
て
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ

を
交
わ
し
ま
し
ょ
う
。 

 

●
受
け
る
電
話
の
人
が
い
つ
も
変
わ
る
。

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
女
性
を
お
い
た
方
が

よ
い
の
で
は
。 

○
役
場
で
は
庁
舎
内
で
使
用
さ
れ
る
内

線
と
、
外
部
と
の
連
絡
に
使
用
さ
れ
る

外
線
が
あ
り
ま
す
。
外
線
は
ま
ず
総
務

課
が
受
け
取
り
、
そ
の
後
担
当
課
へ
回

さ
れ
て
い
ま
す
。
１
日
に
か
か
っ
て
く

る
外
線
の
量
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
専
門

に
配
置
す
る
ほ
ど
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

電
話
で
の
対
応
に
つ
い
て
も
鋭
意
努
力

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

ま
と
め 

　
今
回
は
学
校
の
通
信
簿
の
評
価
方
式
を

用
い
、
結
果
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。 

　
結
果
は
す
べ
て
の
項
目
で
４
前
後
と
い

う
結
果
に
な
り
、
以
前
に
比
べ
る
と
窓
口

サ
ー
ビ
ス
が
向
上
し
て
い
る
と
受
け
止
め

ら
れ
ま
す
。 

　
今
後
は
オ
ー
ル
５
を
頂
け
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。 

役場窓口通信簿 役場窓口通信簿 
～アンケート実施結果から～ 

質
問
事
項 

５段階評価 
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わ だ い ②  

わ だ い ①  

わ

だ

い

③

 

わ

だ

い

④

 

満開 ～今 我等の武勇伝～ 

◆相馬愛加です 

◆昭和６０年９月１０日生 

◆現在の職業…化粧品販売 

◆将来の夢…自分のお店（化粧品） 

　を持つこと（双子の姉と） 

◆趣味…バレーボール、映画鑑賞 

◆マイブーム…文通 

◆町の良いところ…みんな親切 

◆結婚について…結婚よりも子供 

　がほしい 

◆みんなに一言…成人式楽しみだ 

　にゃー。早く会いたいね。 

　スポーツ少年団結団式が舟形町Ｂ＆Ｇセンタ

ーで行われ、全スポ少の団員たちが一年間元気

に活動することを誓い合いました。 

　今年度は野球・サッカーなど８種目に134名が

入団。舟形ビッグサンダース（野球）の４人が代

表で「健康な体と心を養い自分の力を伸ばします」

などと決意を述べました。 

　スポ少はこれから本格的なシーズンに入り、

それぞれの種目で心身を鍛えるべく競技活動が

始まります。 

がんばれ！スポーツ少年団 

ま
ち
の
わ
だ
い
 

ま
ち
の
わ
だ
い
 

camera
  angle

camera
  angle

まちのわだい  まちのわだい  

わ だ い ⑤  

み　 こし 

み　 こし 

み　 こし 

み　 こし 

はるばる京都からおいでやす 

　京都府議会総務常任委員会の研修があり、委員ら11名が新エ

ネルギーについての先進的な取り組みを視察されました。 

　京都府は京都議定書締結の地でもあり、近年、環境問題につ

いての取り組みを強化しているようです。 

　舟形町においては世界初の雪冷房システムを見学し、冷風の

湿度やフィルター効果などについての質問が相次いでいました。 

　今回の視察研修では東北３県を巡り、その地方の考え方や姿勢などを今後の京都府づくりに取り入

れていきたいと語っておりました。 

　雪冷房システムの視察はこれまで数多くありましたが、京都府はこれまでで最も遠方。過去には外国

の科学誌に取り上げられたこともあり、世界中が舟形町に注目していると言っても過言ではないようです。 

　４月29日（土）舟形中学校春の大運動会が開催さ

れました。 

　今年は「満開～今 我等の武勇伝～」をテーマ

に晴天の中、盛大に開催されました。 

　各組が趣向を凝

らし、練習を重ね

た応援合戦では地

域の方や卒業生ら

大勢が駆けつけその出来栄えを見守っていました。 

　一生懸命準備した苦労もあってか、総合結果が発表されると

涙を流す生徒も見受けられました。 

　この冬も町内の建設業者さんが高齢者 
世帯等の除雪ボランティア作業を行って 
くれました。ご協力下さった皆様ありが 
とうございました。 

　子ども達の安全確保に役立てて欲しい 
と５月12日に佐藤篤新庄法人会副会長 
と伊藤宏舟形支部長が舟形小学校を訪れ、 
防犯ブザー100個を贈呈しました。法人 
会の社会貢献事業として実施されました。 
 

　日本生命労働組合新庄営業部 
信夫千賀子さん（富田）より車椅子 
が寄付されました。役場本庁舎玄 
関にありますのでご利用下さい。 

　農業委員会の土地改良区選任が 
４月から変更となり、遠藤繁雄氏 
（沖の原）が選任されました。 

　４月30日（日）新庄市最上公園で開催され

た「かど焼きまつり」に舟形町神輿保存会

が参加し、まつりに花を添えました。 

　この日集まったのは保存会のメンバーら

約40名。満開の桜の中、20度を超える春

の陽気と担ぎ手たちの迫力で周囲は熱気に

包まれ、あたりには威勢の良い掛け声がこ

だましていました。 

　終盤に近づくと、担ぎ手たちの熱気は最

高潮になり、額に光る汗が輝いていました。 

同保存会はこれが今年最初の神輿。これか

ら夏にかけて神輿は本番を迎えます。 

かど焼きまつりに舟形神輿 
　５月10日（水）舟形小学校が学校近くのアユパー

クにおいて「青空給食」を行い、全校児童約120名

が快晴の空の下、おいしいお弁当を満喫しました。 

　この日は最高気温が25度を超える夏日となり、

半袖姿の児童たちが学年ごとに分かれてお弁当

を広げていました。 

　児童たちは普段とは違う環境で食べるお弁当に、

「遠足みたい」、「いい景色を見ながら食べると最

高においしい」などと大はしゃぎ。 

　お弁当の後は待望の自由時間。公園内の遊具

やフリスビーなどで遊び回り、児童たちは満面

の笑顔を輝かせていました。 

おそとでおべんとう 

写真：菅原富喜氏 提供 写真：菅原富喜氏 提供 
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第17回輓馬写真コンクール開催 
　題　　材　当日撮影した輓馬競技及び馬、人、自然に関する作品 
　サ イ ズ　カラープリントキャビネ版以上四つ切りワイドまで  
        　　　　 (スライド又はデジタルの方はプリントにして提出して下さい) 

　　 賞　 　グランプリ１点、優秀賞３点、入賞３点  
　締　　切　７月21日(金)まで必着 

　対　　象　出店希望の町内の方 
　申 込 み　役場振興課　農業観光班 
　　　　　　　�32ー2111　内線27・28 
　締　　切　６月９日(金)まで 
　注意事項　ゴミ等は持ち帰りとします  

出店者募集 第17回輓馬写真コンクール開催 出店者募集 

会 場／一の関河川公園 

 現在手当を受けている方へ 

 現在手当を受けていない方へ  

　小学校６年生までの児童を養育している方で、17年 

中の所得が下表の限度額内の方は支給対象となります。 

【申込み方法】 

　①印鑑、②養育者名義の通帳を持参の上、申請して 

　下さい。（公務員の方は勤務先に申請して下さい。） 

【申込み・問い合わせ先】 

　役場町民課 福祉班　�（32）2111（内線90） 

扶養親族等の数 

０ 人  

１ 人  

２ 人  

３ 人  

４ 人  

５ 人  

4 6 0  

4 9 8  

5 3 6  

5 7 4  

6 1 2  

6 5 0

5 3 2  

5 7 0  

6 0 8  

6 4 6  

6 8 4  

7 2 2

国民年金の加入者 

所得限度額（万円） 

厚生年金等の加入者 

　毎年６月は児童手当現況届けの提出期間です。６月 

中旬に提出用紙を送付しますので忘れず提出して下さ 

い。また、６月以降に会社を退職したり、厚生年金な 

どを脱退した方は忘れずにご連絡下さい。 

届出 
不要 

届出 
必要 

（イ＋ロ＋ハ＋ニ）≧ー定面積 

（い＋ろ＋は＋に）≧ー定面積 

<一団の土地取引>

売る人 
 
 
甲さん 

（土地） 
（イ） 
（ロ） 
（ハ） 
（ニ） 

買う人 
　Ａさん 
　Ｂさん 
　Ｃさん 
　Ｄさん 

売る人 
甲さん 
乙さん 
丙さん 
丁さん 

（土地） 
（イ） 
（ロ） 
（ハ） 
（ニ） 

　買う人 
 

Ａさん 

イ 

い ろ 

に は 

ロ 

ニ ハ 

　みんなが自分勝手に土地を利用し、自分の利益 

だけを考えて投機的な土地取引を行ったらどうな 

るでしょうか？土地問題解決のためには国民のみ 

なさん一人一人に土地の公共性・社会性を守って 

いただく必要があります。 

　平成元年にできた土地基本法は、土地対策を進 

めていくにあたって、国民共通の認識とすること 

が必要な基本的な４つの考え方を土地についての 

基本理念として定めています。 

�　土地については公共の福祉が優先します。 

�　土地は適正な計画に従って利用されなければ 

　　なりません。 

�　土地は投機的な取引の対象にしてはなりませ 

　　ん。 

�　土地の価格が道路・鉄道の整備や、人口・産 

　　業の動向などによって増加する場合には、そ 

　　れによって得られた利益に応じ、適当な負担 

　　が求められるべきです。 

　国土利用計画法はこうした考え方に基づき、土 

地の投機的取引や地価の高騰を抑制し乱開発を防 

ぐため、土地取引について届出制を設けています。 

一定面積以上の土地の取引をした時は、この法律 

により知事等に届け出なければならないことに 

なっています。 

【届出をしないと】 

　契約をした日から２週間以内に届出をしな 

かったり、偽りの届出をすると、６ヶ月以下 

の懲役又は100万円以下の罰金に処せられる 

ことがあります。 

【届出の必要な土地取引とは】 

　売買、交換、営業譲渡、譲渡担保、代物弁 

済、共有持分の譲渡、地上権・賃借権の設定・ 

譲渡、予約的完結権、買戻権等の譲渡などを 

いいます。 

■届出の必要な土地取引 

　国土利用計画法に基づく土地取引については、 

原則として、契約（予約を含む）締結後に届出が 

必要です。 

　届出の必要な土地取引は、都市計画区域内では 

5,000㎡以上、都市計画区域外では10,000㎡以上 

の取引です。（当町内は全域10,000㎡以上です。） 

　また、一筆で5,000㎡、10,000㎡を超えるもの 

はもちろんですが、一筆以上のもの（一団地）で 

も総面積でその面積を超えるものであれば届出が 

必要となります。 

■契約から届出まで（事後届出制） 

　土地売買等の契約をした時は、権利取得者（売 

買の場合であれば買主）は、取引価格や利用目的 

を書いた知事あての届出書に必要な書類を添付し 

て、契約を結んだ日から２週間以内に土地の所在 

する市町村役場へ届け出て下さい。 

　届出を受けた知事は、利用目的を審査し、不適 

合と認めたときは、利用目的の変更を勧告し、そ 

の是正を求める場合があります。 

■届出に必要な添付書類 

①当該届出にかかる土地売買等の契約書の写し、 

又はこれに代わるその他の書類 

②土地の位置を明らかにした地形図（縮尺１/ 

50,000以上のもの） 

③土地及びその付近の状況を明らかにした図面 

（縮尺１/5,000以上のもの） 

④土地の形状を明らかにした図面 

⑤土地の面積の実測の方法を示した図面 

◇詳しいお問い合わせ、窓口は 

役場まちづくり課 企画財政班　�（32）2111  内線20

注　　意 

日 時／６月18日（日） 
　　　  　　 <午前９時～>

会 場／一の関河川公園 

日 時／６月18日（日） 
　　　  　　 <午前９時～>

　平成18年度における年金額の改定 

については、平成17年の全国消費者 

物価指数がマイナス0.3％となったこ 

とにより、物価スライドによる改定 

が行われます。 

平成18年度の年金額 

　老齢基礎年金 792,100円（満額） 

　障害基礎年金 990,100円（１級） 

　　　　　　　 792,100円（２級） 

　遺族基礎年金 792,100円（満額） 

　　　　　　　 227,900円  

　　　　（２人までの子の加算額） 

平成18年4月（６月支払い分）より 
年金額が変わります。 

【問い合わせ】 

　社会保険事務所　�（22）2050

もちま
きも 

あるよ
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（
中
央
公
民
館
図
書
室
） 

た
ん
ぽ
ぽ
の
咲
い
て
る
庭
に
小
雀
の
小
首
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
パ
ァ
ー
ッ
と
飛
び
た
つ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
よ
し
子
（
舟
形
一
） 

聴
き
取
れ
ぬ
小
声
に
寄
る
や
「
女
子
ら
な
…
」
九
十
越
え
の
寝
た
き
り
の
男

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
実
　
　
　
　
　
　
石
　
川
　
玲
　
子
（
埼
　
玉
） 

朝
明
け
の
遠
き
山
脈
も
や
た
ち
て
た
な
び
く
雲
に
光
差
し
こ
む 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
加
　
藤
　
よ
う
子
（
新
　
庄
） 

今
朝
採
り
て
酢
味
噌
和
え
さ
る
浅
葱
の
朝
餉
の
卓
に
香
り
艶
め
く 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
景
　
雄
（
沖
の
原
） 

古
里
の
友
の
夫
君
身
罷
り
て
訪
な
ふ
道
に
桜
吹
ぶ
け
り 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
梅
　
津
　
ト
シ
子
（
舟
形
三
） 

小
さ
き
町
道
で
会
ひ
た
る
人
は
み
な
「
ど
ご
さ
え
ぐ
な
」
と
声
か
け
て
過
ぐ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
子
（
舟
形
二
） 

ゆ
っ
た
り
と
聳
ゆ
る
蔵
王
窓
外
に
母
を
偲
び
ぬ
湯
に
浸
り
つ
つ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
布
　
川
　
芙
美
子
（
横
　
浜
） 

前
進
の
唯
あ
る
の
み
と
夢
を
持
ち
余
念
な
き
夫
七
十
五
の
春 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
和
　
子
（
西
　
堀
） 

わ
が
家
の
下
に
広
が
る
河
川
敷
三
つ
四
つ
ほ
ど
も
鴬
鳴
け
り 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
夫
（
西
　
堀
） 

子
供
ら
の
成
長
願
ふ
鯉
の
ぼ
り
風
に
楽
し
く
泳
ぐ
姿
に 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
後
　
藤
　
ふ
　
み
（
光
生
園
） 

裏
山
も
春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
ち
ら
ほ
ら
見
ゆ
る
蕗
の
苔
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
永
　
沢
　
幸
　
男
（
光
生
園
） 

満
開
の
桜
に
感
激
笑
む
園
に
集
ふ
仲
間
の
話
し
も
弾
む 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
山
　
上
　
貴
　
子
（
光
生
園
） 

暖
か
な
春
の
日
差
し
に
包
ま
れ
て
娘
が
初
の
一
歩
踏
み
出
す 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
樋
　
渡
　
良
　
子
（
光
生
園
） 

裏
庭
は
春
の
陽
気
に
照
ら
さ
れ
て
桜
ち
ら
ほ
ら
風
に
舞
い
飛
ぶ 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
渡
　
部
　
捷
　
一
（
光
生
園
） 

果
敢
無
く
も
花
の
散
る
ら
ん
夜
も
昼
も
留
め
置
き
た
い
朧
の
月
と 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
興
　
　
　
珠
　
子
（
　
野
　
） 

【
千
風
会
「
あ
そ
び
」
】 

い
っ
し
ゅ
ん
に
咲
く
満
開
の
桜
花
な
ご
む
こ
こ
ろ
や
あ
そ
ば
せ
ら
れ
て 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
喜
代
子
（
長
沢
一
） 

の
ぞ
い
て
は
笑
ふ
て
去
り
ぬ
五
月
雲
こ
も
れ
る
わ
れ
を
遊
ば
せ
か
ね
て 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
景
　
山
　
晃
　
佑
（
仙
台
市
） 

風
に
散
る
花
ひ
ら
う
け
て
女
童
子
の
両
の
手
の
ひ
ら
あ
そ
ぶ
え
ぼ
し
山 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
小
　
野
　
光
　
子
（
真
木
野
） 

チ
ャ
プ
チ
ャ
プ
と
「
チ
ャ
プ
リ
ン
歩
き
」
三
人
の
孫
あ
そ
び
ゐ
る
春
泥
の
中 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
秀
　
子
（
長
沢
一
） 

山
に
花
地
に
も
花
々
乱
れ
ゐ
て
東
風
に
た
わ
む
る
人
生
模
様 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
畠
　
山
　
ひ
ろ
み
（
木
　
友
） 

戀
唄
の
ご
と
く
ふ
る
降
る
花
の
雨
お
よ
ぐ
幟
の
戀
の
火
あ
そ
び 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
高
　
山
　
明
　
子
（
仙
台
市
） 

散
る
さ
く
ら
の
こ
る
さ
く
ら
や
水
照
り
の
上
に
し
あ
そ
ば
な
影
と
も
し
つ
つ 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
沼
　
澤
　
千
鶴
子
（
鶴
陽
）（
舟
形
四
） 

   

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
紅
く
描
き
て
迷
ひ
文 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
実
　
　
　
　
　
　
石
　
川
　
玲
　
子
（
埼
　
玉
） 

土
弄
る
日
暮
の
軒
に
初
つ
ば
め 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
孝
　
子
（
舟
形
二
） 

郷
愁
や
大
志
い
ず
こ
に
鯉
幟 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
伊
　
藤
　
良
　
文
（
舟
形
四
） 

誘
わ
れ
て
花
見
の
客
と
な
る
一
日 

（
最
上
公
園
に
て
）木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
政
　
子
（
舟
形
三
） 

そ
こ
か
し
こ
春
吹
き
出
し
ぬ
出
羽
の
里 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
小
夜
子
（
内
　
山
） 

あ
の
あ
た
り
夫
の
生
家
や
山
笑
ふ 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
順
　
子
（
　
野
　
） 

大
き
め
の
制
服
ま
ぶ
し
新
入
生 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
柏
　
木
　
伸
　
子
（
長
沢
三
） 

園
バ
ス
に
泣
く
児
笑
ふ
児
花
は
葉
に 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
昭
　
子
（
長
沢
一
） 

行
く
春
の
村
の
社
の
新
た
な
り 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
　
良
　
子
（
長
沢
三
） 

雪
囲
ひ
解
ひ
て
空
気
の
旨
さ
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
斉
　
藤
　
若
　
子
（
内
　
山
） 

ぽ
か

く
と
土
の
中
か
ら
蕗
の
苔 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
原
　
田
　
正
　
昭
（
光
生
園
） 

満
開
の
桜
の
枝
に
鳴
く
小
鳥 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
笹
　
原
　
　
　
清
（
光
生
園
） 

入
学
式
子
供
ら
よ
り
も
親
主
役 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
柴
　
田
　
喜
美
男
（
光
生
園
） 

桜
舞
ふ
心
も
踊
る
散
歩
道 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
大
　
石
　
き
よ
い
（
光
生
園
） 

春
雨
の
野
山
に
降
り
て
恵
む
芽
に 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
石
　
山
　
美
　
幸
（
光
生
園
） 

巣
立
ち
行
く
娘
の
肩
に
桜
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
八
　
鍬
　
真
貴
子
（
光
生
園
） 

夫
と
共
に
夜
桜
め
ぐ
り
満
喫
す 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
正
　
子
（
光
生
園
） 

雪
解
け
て
芽
吹
く
大
地
の
香
り
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
福
　
田
　
裕
　
子
（
光
生
園
） 

雪
の
華
さ
よ
な
ら
告
げ
て
散
っ
て
行
く 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
酒
　
出
　
貴
　
子
（
光
生
園
） 

川
柳
春
は
ま
だ
か
と
呼
ん
で
い
る 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
加
　
藤
　
勝
　
一
（
光
生
園
） 

絵
手
紙
の
浮
き
出
で
そ
う
な
黄
水
仙 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
�
　
橋
　
信
　
子
（
長
沢
三
） 

浜
の
宿
神
岩
に
落
つ
春
夕
日 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
中
　
川
　
恵
美
子
（
木
　
友
） 

薄
日
さ
す
雲
の
き
れ
ま
に
水
芭
蕉 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
明
　
美
（
舟
形
三
） 

新
緑
や
女
船
頭
瀞
の
川 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
山
　
本
　
征
　
行
（
堀
　
内
） 

 

   

　
小
国
川
の
橋
の
下
に
ど
な
た
が

上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
の
か
今
年
も

鯉
の
ぼ
り
が
風
を
い
っ
ぱ
い
吸
い

こ
ん
で
泳
い
で
い
ま
し
た
。
子
ど

も
が
少
な
く
な
っ
て
鯉
の
ぼ
り
を

見
る
こ
と
の
な
く
な
っ
て
い
た
私

は
山
脈
を
背
に
し
て
の
景
観
に
心

が
洗
わ
れ
る
気
持
ち
に
な
り
元
気

を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
忙
し
い
時
に
ど
な
た
が
や
っ
て

く
れ
た
の
か
う
れ
し
く
な
り
失
礼

と
は
思
い
ま
し
た
が
町
長
さ
ん
に

葉
書
で
お
礼
を
申
し
上
げ
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
機
会
が
あ
り
ま
し

た
ら
そ
の
方
に
お
礼
を
申
し
上
げ

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

　
乱
筆
乱
文
に
て 

　
　
　
　
　 

〔
舟
形
本
町
住
人
〕 

  

▼
職
種
／
税
務
職
員 

▼
受
験
資
格
／
昭
和
61
年
４
月
２

日
〜
平
成
元
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方 

▼
受
付
期
間
／
６
月
20
日
（
火
）

〜
６
月
27
日（
火
） 

▼
試
験
日
／
第
１
次
試
験
９
月
３

日（
日
）・
第
２
次
試
験
10
月
中
旬 

▼
申
込
書
／
最
寄
り
の
税
務
署
に

ご
ざ
い
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
／ 

人
事
院
東
北
事
務
局 

�
０
２
２（
２
２
１
）２
０
２
２ 

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課 

�
０
２
２（
２
６
３
）１
１
１
１ 

  

▼
受
験
資
格
／
昭
和
60
年
４
月
２

日
〜
平
成
元
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方 

▼
受
付
期
間
／
７
月
10
日
（
月
）

〜
７
月
18
日（
火
） 

▼
試
験
日
／
第
１
次
試
験
９
月
10

日（
日
） 

▼
問
い
合
わ
せ
／
山
形
地
方
裁
判

所
事
務
局
総
務
課
人
事
第
一
係 

�
０
２
３（
６
２
３
）９
５
１
１ 

新庄警察署からのお知らせ 

～山菜採りの事故をなくそう～ ～山菜採りの事故をなくそう～ 
　昨年、最上地区で発生した山菜採りなどによる事故は３件で、そのうち１名 

の方が亡くなり、１名の方がケガをしています。 

【こんなことに注意しましょう】 
☆家族等に行先、帰宅時間を教えておく。 

☆食糧、雨具、ライター、携帯電話などを持っていく。 

☆道に迷ったらむやみに動き回らず、見晴らしの良い場所に移動する。 
　「おらが山でも油断は禁物」無理をしないで事故にあわないようにして下さい。 

若あゆ温泉はみんなの憩いの場です。マナーを守ってご利用下さい。 
６月の若あゆ温泉の休館日は、６月14日（水）、28日（水） 

タバコは町内で買いましょう。 
４月のタバコ税は1,662,161円 

国
家
の
品
格 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
潮
社
） 

食
品
の
裏
側 

み
ん
な
大
好
き
な
食
品
添
加
物 

　
　
　
　
　
（
東
洋
経
済
新
報
社
） 

　日本は世界で唯一の「情緒
と形の文明」です。いま日本
に必要なのは、論理よりも情緒、
英語よりも国語、民主主義よ
りも武士道精神であり、「国
家の品格」を取り戻すことな
のです。 

　添加物の世界には、消費者
には見えない、知らされてい
ない「影」の部分がたくさん
あります。どんな添加物がど
の食品にどれほど使われてい
るか分からないのが現状です。
そんな「裏側」を告発する一
冊です。 

毎年クマに襲われる事故がこの 
時期に多発しています。 
山に行かれる際などは十分注意 
して下さい。 

熊を射止める実栗屋地区民（昭和10年頃） 熊を射止める実栗屋地区民（昭和10年頃） 

クマにご注意!!

   

▼
受
験
資
格
／
昭
和
52
年
４
月
２

日
〜
平
成
元
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方
で
大
学
を
卒
業
又
は
平
成
19

年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方 

▼
受
付
期
間
／
６
月
２
日（
金
）〜

23
日（
金
） 

▼
試
験
日
程
／
７
月
９
日（
日
） 

▼
問
い
合
わ
せ
／
新
庄
警
察
署
　

�（
22
）
０
１
１
０  

   

　

西
堀
地
区
の
土
地
と
建
物 

▼
所
在
地
／
舟
形
町
舟
形
字
西
ノ

前
４
５
９
│
２
　  

▼
地
目
／
宅
地
　 

▼
面
積
／
２
３
８･

４
９
㎡（
公
道

と
は
面
し
て
い
な
い
） 

▼
建
物
／
木
造
物
置
小
屋 

▼
売
却
価
格
／
２
，７
２
３
，０
０
０

円 【
申
込
方
法
】 

▼
申
込
日
時
／
６
月
９
日
（
金
）

ま
で 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時（
土
・

日
は
除
く
） 

▼
申
込
場
所
／
舟
形
町
役
場
総
務

課
情
報
管
財
班
　 

▼
申
込
資
格
／ 

・
舟
形
町
在
住
の
方 

  

・
住
民
税
の
滞
納
の
な
い
方 

・
契
約
を
締
結
す
る
能
力
を
有
す  

　
る
方 

・
破
産
者
で
な
い
方 

▼
申
込
方
法
／
総
務
課
情
報
管
財

班
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
売
却
決
定
方
法
／
申
込
期
間
中
、

２
名
以
上
の
申
込
が
あ
っ
た
場
合

は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。 

▼
売
却
の
際
の
条
件
／
５
年
間
は

第
三
者
に
転
売
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　 

　
売
却
物
件
や
手
続
に
つ
い
て
の

詳
細
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
場

合
は
、
総
務
課
情
報
管
財
班
ま
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。 

�（
32
）２
１
１
１
（
内
線
49
） 

運
行
廃
止
の
危
機
、
存
続
へ
ご
協
力
を
。
新
庄
〜
堀
内
線
、
路
線
バ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
 

舟
形
文
芸
ひ
ろ
ば
 

短
歌
 

俳
句
 

お
な
ご 

ひ
と 

な
み 

あ
さ
づ
き 

つ
ま
ぎ
み 

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験 

　
　
（
高
校
卒
業
程
度
） 

裁
判
所
事
務
官
採
用
Ⅲ
種
試
験 

　
　
（
高
校
卒
業
程
度
） 

 

あなたの声をお寄せ下さい 

まちづくり課 統括班 
� 32ー2111（内線39） 

　まちの話題、疑問、質問、

提言・意見のほか、会員募

集やリサイクル情報（譲り

たい、譲ってほしい）、イ

ラストなど何でも結構です。

　広報紙上でできるだけ紹

介していきたいと思います。 

さ
つ
き
ぐ
も 

め
わ
ら
べ こ

　
ち 

え 

ひ
と 

い
じ 

西堀地区  

JA
中
央
給
油
所 

売
却
地 

Ｂ
＆
Ｇ
セ
ン
タ
ー 

舟
形
中
学
校 

山
形
新
聞 

舟
形
専
売
所 

尾
花
沢
新
庄
道
路 

国
道
13
号 

郵　便　は　が　き 

広
報
に
寄
せ
ら
れ
た 

は
が
き
紹
介
コ
ー
ナ
ー 

町
有
地
売
却
の
お
知
ら
せ 

警
察
官
採
用
試
験
の
ご
案
内 

　
　
（
大
学
卒
業
程
度
） 
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町
営
バ
ス
は
ど
こ
か
ら
乗
っ
て
も
一
律
２
０
０
円
で
す
。
  

（
寒
河
江
市
） 

平成17年度 
３歳児健診歯科健診の結果 

（43人受診中） 

■むし歯なし 

■むし歯あり 

34人 

9人 

　
こ
ん
に
ち
は
！
佐
藤
綾
香
で
す
。 

　
日
に
日
に
暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？ 

　
私
は
、
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
Ｆ
Ｍ
山

形
の 

「V
o
ic
e
 
to
 
R

」 

と
い
う
番
組
で
毎
週

奮
闘
し
て
い
ま
す
。
番
組
は
、「
山
形
で
幸
せ

に
な
ろ
う
！
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
日
下
純

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
、
午
後
４
時
か
ら
７
時
ま

で
の
３
時
間
生
放
送
で
、
幸
せ
ニ
ュ
ー
ス
や

タ
メ
に
な
る
情
報
を
男
女
ペ
ア
で
、
曜
日
ご

と
に
楽
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。
　 

　
番
組
に
送
ら
れ
て
き
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
で
、

「
あ
ゆ
っ
子
の
綾
香
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
」

と
い
う
言
葉
が
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
！

も
し
、
ラ
ジ
オ
を
聴
い
た
と
き
に
は
「
あ
ゆ

っ
子
」
を
思
い
出
し
て
頂
け
る
と
嬉
し
い
で
す
！

　
さ
て
、
皆
さ
ん
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は

ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
ま
し
た
か
？
里
帰
り

を
さ
れ
た
方
、
迎
え
た
側
、
ま
た
旅
行
に
行

か
れ
た
方
、
仕
事
の
方
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
過

ご
し
方
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
は
と
い

う
と
…
ほ
と
ん
ど
仕
事
で
し
た
が
、
２
日
間

も
休
み
を
も
ら
え
ま
し
た
！ 

　
ま
ず
休
み
の
１
日
目
は
、
ス
ト
レ
ス
発
散

デ
ー
と
い
う
こ
と
で
友
達
と
食
事
に
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
、
カ
ラ
オ
ケ
に
お
酒
！
と
発
散
フ
ル

コ
ー
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
（
笑
） 

　
そ
し
て
２
日
目
の
休
み
は
、
朝
か
ら
部
屋

の
模
様
替
え
を
し
ま
し
た
。
冬
服
と
夏
服
を

整
理
整
頓
し
て
、
毛
布
や
ス
ト
ー
ブ
を
し
ま

っ
て
掃
除
機
か
け
て
水
拭
き
し
て
…
と
気
づ

い
た
ら
す
で
に
外
は
真
っ
暗
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
私
は
、
始
め
た
ら
最
後
ま
で
一
気
に

し
な
い
と
気
が
す
ま
な
い
性
格
で
、
「
少
し

は
休
憩
し
た
ら
？
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

で
も
「
こ
れ
が
終
わ
っ
て
か
ら
ね
！
」
と
言

い
つ
つ
結
局
最
後
ま
で
し
ち
ゃ
う
ん
で
す
。 

　
で
も
部
屋
の
中
は
す
ご
く
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
ち
ょ
っ
と
早
い
で
す
が
扇

風
機
も
出
し
ま
し
た
。
も
と
も
と
イ
ン
テ
リ

ア
が
大
好
き
な
の
で
よ
く
模
様
替
え
を
し
ま
す
。

く
つ
ろ
げ
る
ス
ペ
ー
ス
を
ど
う
作
る
か
な
ど
、

テ
ー
ブ
ル
や
イ
ス
・
照
明
の
配
置
を
考
え
る

だ
け
で
も
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
写
真
左
側
の

丸
い
置
物
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？
実
は
コ

レ
〝
加
湿
器
〞
な
ん
で
す
。
デ
ザ
イ
ン
だ
け

じ
ゃ
な
く
機
能
も
充
実
し
て
い
て
、
使
っ
て

い
な
い
時
で
も
オ
ブ
ジ
ェ
に
な
る
所
が
好
き

で
す
。
私
も
、
外
見
だ
け
で
は
な
く
中
身
も

ス
テ
キ
な
女
性
に
な
り
た
い
な
�
よ
し
！
頑

張
る
ぞ
！ 

通信通信  通信  
Vol.67Vol.67

総務課　No.254
６月のかもしかクラブ 

・長沢保育所 

・舟形保育所 

・南部保育所 

14日（水） 

15日（木） 

13日（火） 

４月２日～５月１日届出分 

幅 

一の関 

長者原 

長沢１ 

舟形１ 

74（次　郎） 
67（宗　之） 
56（寛　幸） 
82（一　善） 
72（政　明） 

渡邉　幸男 
�橋　俊光 
叶内　寛一 
大場　一美 
八鍬四季子 

□おくやみ申し上げます （世帯主） ◆ 

男 

女 

計 

世帯 

人口と世帯 

：3,264人 

：3,413人 

：6,677人 

：1,905世帯 

（＋１） 

（＋３） 

（＋４） 

（＋４） 

 （  ）は 
前月比 

（現在） 

選挙人名簿登録者数 

男性　2,621人 
女性　2,826人 計5,447人 

(3／２現在） 

○掲載を希望しない方は、届け出の 

　際にお申し出下さい。 

4
30

 

洲　崎 

 

　野 

 

舟形３ 

 

紫　山 

安達　考祐 
 
井上みづ穂 
 
飯野　桂翔 
 
八鍬　瑛哉 

（　　） 
 
（　　） 
 
（　　） 
 
（　　） 

こうすけ 

けいと 

えいと 

ほ 

一　良 
裕美子 

□お誕生おめでとう ◆ 

茂 
ヤオウワーマーン 

洋 
奈　那 
 

孝　宏 
誉　理 

□ご結婚おめでとう ◆ 

木　友 

東京都 

原材料に 
砂糖が 
たっぷり 
入って 
いるもの 

→むし歯の原因になる砂糖 
がたっぷり 
なのは 
危険 

酸性の 
飲み物 

→酸は歯をとかすので 
危険 

佐藤　充一 
（石川）　愛 守ろう！自転車の交通ルール 守ろう！自転車の交通ルール 

■運転者からは明るい服装で50ｍ、 

　黒っぽい服装では30ｍまで近づかなければ 

　歩行者は見えません。 

 

■反射材を付けている人は、 

　運転者から120ｍくらい離れていても 

　見えます。 

○愛犬を引いて乗るのは事故のもと 
　自転車で犬の散歩をするのは非常に危険です。愛犬がどんな 

に訓練されていても、突発した事態での行動予測は困難です。 

○傘差し運転は、衝突や転倒の危険がいっぱい 
　傘差し運転は風で傘があおられて転倒したり、前方の視界が 

悪くなり歩行者や障害物などにぶつかったりする原因となりま 

す。 

　更に、片手運転になるので、危険を避けるための急停止がで 

きにくく、バランスを崩しやすくなります。 

○車の側を通るときは車の陰からの飛び出しに注意 
　駐停車中の車の側を通るときは急にドアが開いたりすること 

があるので、安全を十分確かめてスピードを落として走行しま 

す。 

　また、車の陰から子供などが飛び出してくることもあるので、 

前方の注意も怠らないようにしましょう。 

○夜間の無灯火運転は自殺行為 
　自転車で夜走るときはライトを点灯しなければなりません。 

また、夜間に走行する場合は反射材を付けて、できるだけ明る 

い服装で乗ることが大切です。 

今
回
の
テ
ー
マ
は

【
歯
科
健
診
】
で
す
。 

　 　
町
で
は
、
乳
幼
児
期
の
む
し
歯
予
防
の
た
め
に
、
歯

科
健
診
と
フ
ッ
素
塗
布
を
１
歳
か
ら
３
ヶ
月
ご
と
に
行

っ
て
い
ま
す
。 

　
★
１
歳
の
初
め
て
の
歯
科
健
診
時
に
は
、
保
護
者
へ

の
カ
ラ
ー
テ
ス
タ
ー
（
み
が
き
残
し
の
チ
ェ
ッ
ク
）
と

歯
科
衛
生
士
さ
ん
に
よ
る
ブ
ラ
シ
ッ
ン
グ
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

    

　
★
１
歳
６
ヶ
月
、
２
歳
、
２
歳
６
ヶ
月
、
３
歳
の
各

健
診
時
に
は
、
歯
科
衛
生
士
さ
ん
に
よ
る
む
し
歯
予
防

の
講
話
が
あ
り
ま
す
。
フ
ッ
素
を
含
む
い
ろ
い
ろ
な
歯

み
が
き
剤
の
紹
介
や
、
む
し
歯
に
な
り
に
く
い
お
や
つ

の
食
べ
方
、
選
び
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。 

　
★
１
歳
６
ヶ
月
、
２
歳
、
２
歳
６
ヶ
月
、
３
歳
の
各

健
診
以
外
の
歯
科
健
診
と
フ
ッ
素
塗
布
に
つ
い
て
は
、

３
ヶ
月
ご
と
に
は
が
き
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

　
★
平
成
17
年
度
の
歯
科
健
診
の
結
果
か
ら 

　
平
成
17
年
度
に
３
歳
児
健
診
を
受
診
し
た
お
子
さ
ん

で
、
む
し
歯
が
な
い
お
子
さ
ん
が
43
人
中
34
人（
約
８
割
）

と
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま

す
。 

　
そ
の
一
方
で
、
む
し
歯
の
あ

る
お
子
さ
ん
は
一
人
で
多
数
の

む
し
歯
を
も
っ
て
い
る
傾
向
に

あ
り
、
平
均
で
約
６
本
で
す
。 

　
む
し
歯
の
な
い
お
子
さ
ん
と
、
あ
る
お
子
さ
ん
の
生

活
を
比
べ
て
み
る
と
・
・
・
。
ど
ち
ら
の
お
子
さ
ん
も

ジ
ュ
ー
ス
や
、
あ
め
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
の
甘
い
も

の
を
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
違
う
の
は
、

時
間
を
決
め
て
食
べ
て
い
る
こ
と
と
、
必
ず
毎
日
仕
上

げ
み
が
き
を
し
て
い
る
こ
と
の
よ
う
で
す
。 

　
歯
科
健
診
で
定
期
的
に
歯
の
チ
ェ
ッ
ク
を
お
こ
な
い
、

フ
ッ
素
で
歯
を
強
く
し
ま
し
ょ
う
。 
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新
し
い
課
に
移
っ
て
き
て
か
ら
、
こ
れ

ま
で
は
行
っ
た
こ
と
も
無
い
よ
う
な
所
へ

足
を
運
ぶ
機
会
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

　
例
え
ば
中
学
校
の
運
動
会
。
卒
業
後
既

に
十
数
年
経
過
し
、
あ
の
頃
の
純
粋
で
熱

い
気
持
ち
を
忘
れ
か
け
て
い
た
私
は
大
き

な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。 

　
新
し
い
こ
と
を
体
験
す
る
と
い
う
こ
と

は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
身
を
も
っ
て
体

感
し
て
お
り
ま
す
。 

　
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
は
勇
気
が
必
要
で

お
っ
く
う
に
感
じ
る
も
の
で
す
。
さ
ぁ
、

春
本
番
。
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
の
は

今
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
　
　
　 

　
（
ゆ
） 

 

〔
訂
正
と
お
詫
び
〕 

　
４
月
号
の
新
し
い
舟
形
駐
在
さ
ん
の
名

前
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
佐

竹
三
生
」
さ
ん
で
し
た
。
大
変
失
礼
致
し

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
洲
崎
町
内
会
の
公
民
館
長
が
木

島
義
朗
氏
か
ら
小
野
幹
雄
氏
へ
変
更
に
な

り
ま
す
。 

あとがき 
postscript

　
舟
形
第
４
町
内
会
が
、
６
年
前
か
ら
行
っ
て
い
る
一
つ

の
行
事
が
あ
り
ま
す
。
春
の
鯉
の
ぼ
り
で
す
。
小
国
川
沿

い
に
広
が
る
ア
ユ
パ
ー
ク
の
一
角
、
国
道
13
号
舟
形
大
橋

付
近
に
毎
年
４
月
中
旬
か
ら
お
目
見
え
す
る
あ
の
鯉
の
ぼ

り
は
、
舟
形
第
４
町
内
会
が
あ
げ
て
い
る
も
の
で
す
。 

　
町
内
会
副
会
長
の
沼
澤
康
夫
さ
ん
宅
で
は
使
わ
な
く
な

っ
た
鯉
の
ぼ
り
が
、
長
い
間
押
入
の
中
で
眠
っ
て
い
ま
し

た
。
年
に
一
度
く
ら
い
は
外
に
出
し
て
あ
げ
た
い
と
、
町

内
会
の
役
員
会
で
提
案
し
た
の
が
き
っ
か
け
。
毎
年
役
員

ら
約
15
名
で
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
「
大
変
だ
が
み
ん
な

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
の
が
励
み
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て

い
ま
し
た
。 

　
春
の
風
物
詩
、
端
午
の
節
句
の
鯉
の
ぼ
り
も
少
子
高
齢

化
や
過
疎
化
の
影
響
で
、
以
前
に
比
べ
る
と
め
っ
き
り
少

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
「
舟
形
町
の
中
で
も
戸
数

の
多
い
舟
形
第
４
町
内
会
に
お
い
て
も
子
供
の
数
は
本
当

に
少
な
い
。
地
域
づ
く
り
は
地
域
に
根
付
く
人
づ
く
り
と

環
境
づ
く
り
が
重
要
。
」
と
、
沼
澤
さ
ん
は
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。 

 

こ
こ
に
一
通
の
ハ
ガ
キ
が
あ
り
ま
す
。
「
鯉
の
ぼ
り
が

泳
ぐ
姿
に
元
気
を
も
ら
っ
た
」
と
い
う
お
礼
の
ハ
ガ
キ
で

す
。
他
に
も
感
謝
や
激
励
の
反
響
は
多
く
、
中
に
は
鯉
の

ぼ
り
を
寄
付
し
て
く
れ
た
方
も
い
た
そ
う
で
す
。
春
の
雪

解
け
を
祝
う
か
の
よ
う
に
天
高
く
舞
う
鯉
の
ぼ
り
を
、
こ

れ
か
ら
も
見
守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 
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